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論文内容の要旨
運動器の障害・疾患は，個人の心身のみならず社会全
体に負担をもたらす重大な健康課題のひとつである。我
が国では，運動器の障害・疾患を抱える高齢者が増加し
ており，公衆衛生上の大きな問題となっている。
なかでも腰部や膝関節の疾患に伴う疼痛は，身体機能
の制限や生活の質の低下に影響を及ぼすだけでなく，骨
折等の重篤な傷害を引き起こす「転倒」の危険因子であ
る可能性があり，高齢者の健康をその症状以上に脅かす
要因となる可能性が指摘されている。
そこで本論では，日本の地域在住高齢者において運動
器の疼痛が転倒に及ぼす影響を明らかにするため，横断
的・縦断的疫学調査に基づいて，それらの関連を検証す
ることを目的とした。
主要な成果は，次の 4点であった。
1）横断研究により，腰痛・膝痛と 2つの転倒危険因
子「最近のつまずき経験」「過去 1年間の転倒経験」と
の関連を検証した結果，強い腰痛があると 1回および 2
回以上の転倒経験と有意に関連し，また，膝痛ではその
重症度に関わらず，つまずき経験と 2回以上の転倒経験
と有意に関連することが明らかとなった。さらに，腰
痛・膝痛が併存することで，つまずき経験や 2回以上の
転倒経験との関連がより高まることが明らかとなった。
2）1年間追跡の前向きコホート研究により，膝痛と
転倒危険因子「歩行速度低下」との関連を検証した結
果，膝痛の強さが増すことで 1年後の歩行速度低下の発
生リスクが高まるという量-反応関係の存在が明らかと
なった。さらに，経年的に膝痛を繰り返すことが歩行速
度低下の発生リスクを高めることが明らかとなった。膝
痛の治療・軽減・予防が，地域在住高齢者の歩行速度低
下を抑制するために有効である可能性がある。
3）1年間追跡の前向きコホート研究により，慢性腰・
膝痛が身体活動・座位行動と 1年後の転倒発生との関連
を修飾する因子となるか検証した結果，慢性腰・膝痛は
その関連を修飾する因子とはならなかったが，長時間の
座位行動が 1年後の転倒発生リスクを有意に高めること
が明らかとなった。座位行動をより減少させることが，
地域在住高齢者の転倒を予防する方法として有用である
可能性がある。
4）3年間追跡の前向きコホート研究により，腰痛・
膝痛の保有状態と 3年後の転倒発生との関連を検証した
結果，腰痛が慢性化・重症化すると傷害を伴う転倒の発
生と関連し，膝痛が慢性化・重症化すると 1回以上の転
倒の発生と関連することが明らかとなった。さらに，慢
性痛を繰り返すことが，腰痛では傷害を伴う転倒，膝痛
では 1回以上の転倒の発生リスクを高めることが明らか
となった。腰痛・膝痛の慢性化および重症化を治療・軽
減・予防することが，高齢者の転倒予防に有効である可
能性がある。
本研究の成果は，運動器の疼痛コントロールの重要性
を示すだけでなく，高齢者の転倒を予防していくための
介入戦略を補完する新たな選択肢のひとつになり得るも
のと考える。また，社会への応用性として，高齢化の進
展する我が国の介護予防対策として，より重層的にアプ
ローチを進めていく重要性を示す一助となることが期待
される。
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審査報告概要
日本では，運動器の障害・疾患を抱える高齢者が増加
しており，公衆衛生上大きな問題になっている。その中
でも，膝関節や腰部の疾患に伴う疼痛は，身体機能の制
限や生活の質の低下に影響を及ぼすだけでなく，脳挫傷
などによる死亡事故や骨折等の重篤な傷害を引き起こす
「転倒」の危険因子となっている可能性がある。
本論文は，横断研究とコホート研究という研究デザイ
ンの疫学研究により，高齢者における膝と腰の疼痛は，
易転倒性を高めるだけでなく，疼痛の期間（長いほど），
強度（強いほど），反復（繰り返すほど）に依存して，
将来（3年後）の転倒発生リスクを高めることを明らか
にした。
高齢者における運動器疾患による疼痛の軽減は，重篤
な傷害や要介護状態の直接原因となる転倒を予防するこ
とにも繋がるという示唆を与える研究成果であると認め
られた。
よって，審査員一同は博士（環境共生学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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